
梅雨の晴れ間のキラキラとまぶしい日差しの中、園庭のテーブル

を囲んで、赤しそジュースを作りました。

しその葉をみんなにむしってもらうと、

「なんか匂いがする！」 「くさいよ！」「梅干

しの匂いだ！」 「手が黒くなった！」くんくん

と鼻先に葉っぱをくっつけ、一生懸命匂いを嗅いでいる子どもたちの

姿のかわいいこと！年長児は茎が棒になるまで丁寧に葉をむしって

いました。

さあ、いよいよ赤しそを湯がいた液にレモン汁を入れます。一人ひ

とり緊張しながらレモンを手に絞ります。

「さあ、１，２，３で絞るよ！・・・ １ ・２・３！ギュ～！」「わあ～、 赤くなっ

た！」「ピンクになった！」「きれい！」「みてみて！」「すご～い！」

あちこちから飛び出す歓声。たくさんの言葉。黒っぽかった液がサー

っと赤色に変わる瞬間は大人でもわくわくします。また、きらきらと目

を輝かせ歓声を上げる子どもたちの姿は、私たち保育者の胸を熱く

高揚させてくれます。乳幼児期の五感(視覚、聴覚、臭覚、触覚、味覚）

をフルに刺激させ、感覚遊びをした子どもたちは好奇心旺盛です。な

んにでもチャレンジし、考える力が備わり、新しい出来事にも動じず、

受け入れる力も育むと言われています。

梅雨が明けたら夏本番。プールに海にと子どもたちにとって宝物の

ような季節が始まります。さてさて次はど

んな方法で子どもたちの輝く笑顔を見よう

かと、作戦を立てる保育者たちです。

川脇芳江

「乳幼児の口の発達について」講演会より 口腔機能の問題
よだれが多い、かむ力が弱い、口にたくさん頬張る

生きるための口の役割は？ 授乳が長かった、指しゃぶり、唇を吸う、舐める、
・呼吸する 舌を吸う、舌を噛む・・・
・食べる → 呼吸する以外は
・話す 生まれてからの学習です 口の成長を促すための食べ方 ・ あそび
・表情を作る ・いろんな硬さの物を噛 ・ラッパを吹く

んで食べる ・ふきもどしのおもちゃ
・前歯でかじり取るよう ・ふうふうする

乳児の食べる機能の発達段階 な食べ方を経験させる ・口に含んだ水をピュー
①３.４か月頃・・・哺乳反射期(唇はほとんど動かない) (大きく切ったスイカ等) っと出す
②５.６か月頃・・・補食機能獲得期(唇をとじて飲む) ・熱いスープをさます ・あっかんベー
③７.８か月頃・・・押しつぶし機能獲得期 ・ソフトクリームを舐め ・唇つまみ
④ 9~11か月頃・・・すりつぶし機能獲得期 る ・顔じゃんけん
⑤ 12~18か月頃・・・手づかみ食べ獲得期 ・プリッツや卵ボーロな ・にらめっこ
⑥ 18か月~２歳代・・食具食べ獲得期 どを使ってエクササイ ・鍵盤ハーモニカくわえ
⑦３～５歳・・・食具食べ完了期 ズする 方は歯で噛まない
※食べる機能の発達段階が十分に獲得できないと・・・

食事の仕方、口の使い方は、早い段階（1 才過ぎ）から見え
口呼吸 てきます。不具合をそのままにしていると３～５才で、食べ方、
吸い食べ 発音に影響が出てきます。早めの気づき、支援が有効です。
丸飲み → などの症状が出てくる 毎日の生活の中での少しの改善で、口の動きだけでなく、姿
奥歯で咬まない 勢や集中力まで変わってきます。それだけ大事な口の動きを周
不明瞭な発音 りの大人たちがよく観察していきたいものです。

歯科衛生士 青柳睦子氏より

７月の行事予定

1 日(水) 海遊び(４･５才児)・弁当日
2日(木) 父母の会役員会
7日(火) 海遊び(２･３才児)

10日(金) 誕生会(８月生まれ)
11･12日 お泊り保育(年長児)

14 日(火) 弁当日
17日(金) 一学期終園式(１号午前保育)
18日(土) めぐみ誕生会(6~8月生まれ)
29日(水) 父母の会役員会

８月の行事予定

1日(土) 夕涼み会

3日(月) 父母の会役員会

13･14･15日 弁当日（２・３号のみ）

21日(金) 夏季保育（１号午前保育）
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き

ま
し
ょ
う
。

学
園
長

今月の聖句 「わたしのくちびるは あなたを讃美します。」
詩篇63：3

コロナ禍での自宅待機要請が解け、当たり前にやっていた生活はまだまだ難しいものの、少し
ずつ元の日常に戻りつつあります。
そういう中、子どもたちが園でのびのびと遊びながら成長している姿を想像します。園では楽しい

ことも、悔しいことも、新しい体験も、お友達や先生たちとの絆を深める繋がりも、毎日豊かに経験
していることでしょう。嬉しかったこと、楽しかったこと、場合によっては悔しかったことも、子どもたちは
沢山のことを経験し、その経験を誰かに話したがります。一番話したい相手は、大好きなご両親
であることでしょう。話しながら目を輝かせている子どもたちの表情が目に浮かびます。
聖書の中には詩篇という書物があり、１５０篇からなっています。詩篇は神を信じる信仰者の

祈りの言葉だと言われています。ユダヤの民は、この詩篇に節をつけて歌としました。彼らが生活
の中で受けた喜びを、神さまに賛美として献げました。それは大好きな両親に子どもが自分の経
験を一生懸命話す姿と重なります。そのような親や大人に見守られて育つ子どもたちは幸いで
す。同じように、自分のことを何でも打ち明けることの出来る友人や、先輩、家族がおられる人は
幸いです。何よりも、神さまに対してそのように接することの出来る人は幸いなのです。

協力牧師 池田基宣

２０２０年度 年主題〈ことばが満たされる〉
0･1･2歳児７月主題 ｢きもちいいね｣ 3･4･5歳児７月主題 「遊びこむ」
月のねがい 月のねがい
◎保育者の祈りやさんびかに親しむ ◎一人一人の中にも神様に祈りたい気持ちが芽生える
◎食事・睡眠を十分にとり、健康に過ごす ◎好きな遊びを繰り返し楽しみ、工夫したり探求したりす
◎水遊びや沐浴を通して、水の心地よさを感じ楽しむ る楽しさを味わう
◎土や砂、水などに触れて感触を知り楽しむ ◎主体的に生活に関わろうとする
◎保育者の関りによって自分の思いを知る ◎着替える、休息する、体を清潔にすることの心地よさを感じる


